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Ⅰ 山形県スポーツコミッション事業活動 

 

【平成 30年度】 
１ 山形県スポーツコミッションキックオフミーティングの開催 

  山形県スポーツコミッションの設立を記念し開催 

◇日 時：平成 30年 10月 22日（月）13:15～14:30 

◇場 所：山形グランドホテル２階「サンリヴァ」 

◇出席者：名誉会長（知事）、推進本部会長及び委員、各市町村など 計 112 名出席 

   ◇概 要 

・主催者挨拶 名誉会長（吉村美栄子山形県知事） 

・スポーツコミッション取組み紹介（山形県観光文化スポーツ部県民文化スポーツ課長） 

・基調講演（資料１） 

講 師 木田 悟 氏（一般財団法人日本スポーツコミッション理事長） 

テーマ 「スポーツを活かした地域の活性化とは」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

名誉会長（知事）挨拶 基調講演 

 

 

２ スポーツ大会、スポーツ合宿等の誘致活動 

⑴ 全国レベルのスポーツイベントの誘致活動の実施 

○ トライアル事業（資料２-１） 

■ＮＴＴ東日本野球部地域貢献活動と連携した野球教室等の開催 

県内高校生対象の野球教室、「きらやか銀行野球部」との強化試合等の実施 

◇実施期間 平成 30年 8月 1日（水）～ 8月 3日（金） 

◇協  力 NTT 東日本野球部、きらやか銀行野球部、山形県野球連盟、山形県高校野球

連盟 
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高校生へキャッチング指導 強化試合（NTT 東日本 VS きらやか銀行） 

 

⑵ 情報収集活動 

スポーツツーリズム等の情報収集、合宿・イベント誘致を進めるため、コンサルタントへの

委託による情報収集、一般財団法人日本スポーツコミッション（スポーツコミッションの商標

登録を行っている団体）主催のスポーツコミッション研究会、サイクリズム研究会へ参加 

 

⑶ スポーツ大会、スポーツ合宿受入のための相談窓口設置 

山形県スポーツ振興 21世紀協会内に開設（10月 22 日） 

 

 

３ 県内のスポーツを通した地域づくりを担う人材の育成 

■ 山形県スポーツコミッション研修会（会員連絡会併催）（資料３-１） 

◇日 時：平成 31年 1月 29 日（火）14:00～16:00 

◇場 所：山形県総合運動公園 大会議室 

◇出席者：各市町村など 計約 50名出席 

   ◇概 要 

・講 演 

     講 師 工藤 康宏 氏（順天堂大学先任准教授） 

     テーマ 「スポーツツーリズムによる地域の活性化について」 

 講 師 酒川 聖 氏（株式会社スポーツインダストリーマネージャー） 

     テーマ 「合宿誘致・スポーツイベント運営などの実践的アドバイス」 

   ・情報提供・意見交換 

     平成 31年度県予算の状況及びホームページのメンテナンス等について 
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工藤講師 酒川講師 
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【令和元年度】 

１ スポーツ大会、スポーツ合宿等の誘致活動 

⑴ 全国レベルのスポーツイベントの誘致活動の実施 

① スポーツイベントマネジメント会社（委託）による情報収集と誘致活動 

◇委託先：株式会社スポーツインダストリー 

◇期 間：平成 31年４月１日～令和２年３月３１日 

◇内 容：スポーツ団体等への告知・紹介、合宿・スポーツイベントの誘致活動等 

（実績） 

・8 月 NTT 東日本野球部地域貢献活動誘致（選手 30名ほか計 37名、2泊） 

・8月 小樽北照高校野球部合宿誘致（荘銀日新スタジアムやまがた）甲子園出場のた

め中止 

・令和 2年 8月予定 大正大学野球部合宿誘致（新庄市民球場） 

・令和 2年 8月予定 ABE DANCE PROMOTION合宿誘致（天童市スポーツセンター） 

② 情報収集活動 

一般財団法人日本スポーツコミッション（スポーツコミッションの商標登録を行っている

団体）主催のスポーツコミッション研究会等へ参加 

③ 首都圏における合宿誘致相談会の開催（SPORTEC for LEISURE&GAMEへの出展） 

◇日 時：令和元年５月２２日（水）～２４日（金） 

◇場 所：東京ビックサイト 

◇内 容：パネル・パンフレット展示、合宿等相談コーナー 

   （合宿支援制度概要、スポーツ施設、イベント、ホストタウン、観光情報） 

◇共 催：米沢市、寒河江市、上山市、村山市、天童市、遊佐町 

◇来場者：３日間で約 1.6 万人  

◇実 績：約 1,000 人に資料配布 

類似団体との意見交換（岩手県、さいたま市、金沢市のスポーツコミッション） 

◇出展後反応：旅行代理店からのサッカー大会の提案、合宿先の照会 

◇課 題：今回の出展は本コミッションの首都圏における認知度向上が一番のねらいであ

り、その点では成果があったが、これを今後の活動に活かしていくことが重要であ

る。このため、今回収集した情報をベースに情報発信していく具体策を検討する必

要がある。 

他県の団体からの情報として、県レベルの組織では市町村との連携が難しいとい

う情報であったが、これは本県でも同様である。具体的な事業展開の方法を市町村

と情報共有する必要がある。 

また、スポーツイベントの誘致では、地元スポーツ団体等の主体的参加が必要で

あり、大会主催者への支援だけではなく、地元への支援制度を設けている団体があ
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り、本県でも検討に値する課題である。 

  

会場内 ブース来場者 

  

ブース全容 出展内容 

 

③ 合宿誘致のための旅行代理店 PR活動の実施 

 次の課題への対応 

・合宿誘致の首都圏での PR 

・合宿に関する問合せは、大学等の実施主体ではなく旅行代理店からの照会が中心 

・首都圏でスポーツ合宿に力をいれている旅行代理店への PR活動を実施するとともに、

最近の合宿事情を調査 

◇株式会社スポーツインダストリーの案内で実施 

◇期 日  令和 2年 2月 18日（火）～19日（水） 

◇訪問旅行代理店 

旅行代理店名 備   考 

グランスポーツ（調布市） サッカーに強い旅行代理店 

インバウンド 

ＪＴＢグローバルビジネス推進課（新宿区） 総合的旅行代理店 

コスモエージェンシー(渋谷区) 学生中心の旅行代理店 
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競技種目は広範囲 

ジャパンスポーツプロモーション（渋谷区） サッカー専門旅行代理店 

トラベルセゾン（千代田区） 

 

学生中心旅行代理店 

幅広い競技対応 

 

◇訪問結果 

・各社ともスポーツ施設の予約に苦慮している。合宿終了後次の合宿先を探すが、多くの施

設が 3カ月前、1カ月前からの予約受付となっている。 

・学生の場合、低予算のため首都圏から近いエリアでの合宿先を探す傾向がある。特に公立

高校等は距離制限がある場合が多い。支援制度が必要。 

・特徴のある企画提案が欲しい。 

 

⑵ スポーツイベント等の受入れ体制整備づくり 

① トライアル事業（資料２-２） 

■ＮＴＴ東日本野球部地域貢献活動と連携した野球教室等の開催 

県内高校生や小中学生を対象に野球教室及び今年の都市対抗野球に出場した「きらやか銀

行野球部」との強化試合等を実施するとともに、未就学児童向けの野球体験コーナーやホー

ムランマルシェ等を開催 

◇実施期間 令和元年 8月 2日（金）～ 8 月 4日（日） 

◇協  力 ＮＴＴ東日本野球部、きらやか銀行野球部、山形県野球連盟、山形県高校野

球連盟、山形県中学校体育連盟軟式野球部会、日本ティ―ボール協会山形県連

盟、山形県野球スポーツ少年団協議会、株式会社楽天野球団、青山建設株式会

社 

  

強化試合 NTT 東日本野球部対きらやか銀行 高校生野球教室 
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中学生野球教室 楽天イーグルス野球教室 

 

② 合宿等実施状況調査について（資料４） 

◇対  象：県内で合宿を実施した大学等（75団体） 

◇調査方法：郵送 

◇調査時期：令和元年 11月 

◇調査内容：合宿等実施日程、競技種目、会場（必要施設）、利用者数、宿泊先等 

 

③ 山形県内の市町村におけるスポーツ資源に関する調査（資料 ３－２参照） 

◇対  象：県内市町村 

◇委 託 先：順天堂大学 先任准教授 工藤 康宏 

北海道教育大学 教 授 石澤 伸弘 

◇調査方法：インターネット 

◇調査時期：令和 2年 2月 

◇調査内容：スポーツ施設利用者数、利用目的、合宿受入実績、合宿受入意向等 

 

⑶ スポーツ大会、文化・スポーツ合宿受入、相談窓口の運営 

① スポーツ大会の受入れ 

◇実 績：１団体 

◆ＪＡ共済トーナメント日本リトルシニア国際野球大会 

・期 間：７月２５日～２９日 

・参加者：８９チーム、監督・選手など 2，432名参加（うち台湾チーム１６名） 

② 新たなスポーツイベントの企画サポート 

◇実 績 

◆ハーフパイプ-レッスン イン 白い森小国 

小国町が PSAA（プロスノーボーダーズアソシエーションアジア）と連携し企画したハ

ーフパイプ（スノーボード）のレッスン及び成果発表大会の企画をサポート 

（令和 2年 3月 8日開催予定で準備を進めたが、雪不足により中止）  



8 

 

【令和２年度】 

１ スポーツ大会、スポーツ合宿等の誘致活動 

⑴ 全国レベルのスポーツイベントの誘致活動の実施 

① 首都圏における合宿誘致活動 

新型コロナウイルス感染症のため中止 

② 会員団体と連携した情報収集と誘致活動 

（コミッション誘致実績） 

■日本女子ソフトボールリーグ１部チーム 豊田自動織機 VSホンダリベルタ強化試合 

◇日 時 ７月９日（木） 

◇場 所 白鷹町ソフトボール場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＮＴＴコミュニケーションズラグビー部合宿誘致 

ラグビートップリーグで活躍する NTT コミュニケーションズラグビー部シャイニングア

ークスの２０２１シーズンに向けた強化合宿を山形県ラグビーフットボール協会と連携し

誘致し、選手・スタッフ７０名以上が来県 

◇日 時 １０月１２日（月）～１７日（土） 

◇場 所 山形県総合運動公園 

◇歓迎セレモニー及び練習視察会の開催（１２日） 

◇ラグビークリニック開催（１７日）山形県ラグビーフットボール協会主催 

小学生、指導者４３名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歓迎セレモニー 
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シャイニングアークス 練習風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラグビークリニック 

 

⑵ スポーツイベント等の受入れ体制整備づくり 

① 山形県野球連盟、県高校野球連盟と連携したトライアル事業 

ＮＴＴ東日本野球部の地域貢献活動と連携して、県内高校生や小中学生を対象に野球教室

及び都市対抗野球に出場した「きらやか銀行野球部」との強化試合等を予定したが新型コロ

ナウイルス感染症のため中止 

 

② ＮＥＣグリーンロケッツラグビー教室実施 

 2019年にラグビーワールドカップ公認キャンプが本県（山形市、天童市）で実施された記

念事業として、山形県、山形市、天童市と連携しオンラインでのＮＥＣグリーンロケッツの

選手、コーチ等によるラグビー教室を実施 

◇日 時 ９月５日（土） 

◇場 所 山形県総合運動公園 

◇参加者 県内高校生ラグビー部員 ３校２２名 

つや姫セブンズ ８名 選手計５０名 
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③ モンテディオ山形パブリックビューイング（資料５） 

山形県（スポーツ庁令和２年度補正予算「スポーツイベントの再開支援」を活用）からの

助成を受けてＷＩＴＨコロナ時代の新しいスポーツイベントの体制づくり 

スポーツ観戦のあり方や楽しみ方を検証しつつ、県民のスポーツへの関心の喚起と、スポ

ーツを通じた賑わいづくりを推進し、Ｊ２リーグの再開を盛り上げるため、モンテディオ山

形のアウェイゲームにおいて、フィジカルディスタンスを確保しつつ屋外パブリックビュー

イングを㈱モンテディオ山形に委託し実施 

◇日 時 ９月 ５日（土） VS 松本山雅 FC（キックオフ 18：00） 

来場者数 ３６０名 

９月１３日（日） VS 大宮アルディージャ（キックオフ 19：00） 

                 来場者数 １６０名 

◇会 場 NDソフトスタジアム山形正面広場 
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④ スポーツ大会、スポーツ合宿受入のための相談窓口の運営 

    市町村と連携し誘致した合宿が、新型コロナウイルス感染症のため中止 

【新庄市】大正大学野球部 

【天童市】ABE DANCE PROMOTION（ダンス） 

 

 

２ 県内のスポーツを通した地域づくりを担う人材の育成 

■ 山形県スポーツコミッション研修会（会員連絡会併催）（資料３-２） 

◇日 時：令和３年 1月２１日（木）１３:００～ 

◇場 所：山形県総合運動公園会議室（主会場）、リモート開催 

◇出席者：39名（うちリモート参加者 35 名） 

◇概 要 

・講 演 

山形県内の市町村におけるスポーツ資源に関する調査結果を踏まえて 

      講師 順天堂大学先任准教授 工藤 康宏 氏 

北海道のスポーツ合宿における自治体の取組みについて 

      講師 北海道教育大学教授 石澤 伸弘 氏 

・意見交換 
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工藤講師 石澤講師 
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Ⅱ 県内のスポーツ施設等の国内外への情報発信 
１ インターネットによる情報発信活動 

① 県内のスポーツ施設、宿泊施設、観光情報等発信のためのホームページの運用開始 

平成３０年１０月より運用開始 

◇掲載施設（令和３年２月末現在） 

・スポーツ施設 ２７１施設  

・宿泊施設 １５３施設 

◇合宿等で活用できる県・市町村支援事業（補助金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② フェイスブックの運用開始（H31 年 2月 1日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



14 

 

③ ＨＰ・フェイスブックによるコミッションの活動状況報告 

【令和 3年（2021年）】 

1月 26日令和 2年度 山形県スポーツコミッション研修会開催報告 

 

【令和 2年（2020 年）】 

12月 4日【上山市スポーツイベント情報】2021 年 1月 準高地トレーニング体験参加者募

集！ 

11月 25日【寒河江市スポーツ情報】パラリンピック正式競技 BOOCIA（ボッチャ）の紹介

ムービー公開（YouTube） 

11月 1日【上山市スポーツイベント情報】 12月 準高地トレーニング体験参加者募集！ 

10月 27日【寒河江市スポーツイベント情報】モンテディオ山形 × 寒河江市 寒河江市応

援援デーのお知らせ 

10月 13日【スポーツ合宿情報】NTT コミュニケーションズ ラグビー部 シャイニングア

ークス  

10月 2日【寒河江市スポーツイベント情報】さがえ スケートボード スクール vol.2 開

催！ 

10月 1日【上山市スポーツイベント情報】 11月 準高地トレーニング体験参加者募集！ 

9月 14日 やまがたプロスポーツ・文化施設応援プロジェクトのお知らせ 

9月 14日 モンテディオ山形 アウェイ大宮戦パブリックビューイング 

9月 12日【上山市スポーツイベント情報】準高地トレーニング体験参加者募集！ 

9月 10日 モンテディオ山形 アウェイ松本戦パブリックビューイングのお知らせ 

9月 8日 NECグリーンロケッツ オンラインラグビー教室開催 

9月 1日【寒河江市スポーツイベント情報】さがえ スケートボード スクール 開催！ 

8月 31日【お知らせ】やまがたプロスポーツ応援キャンペーン 

8月 28日 山形県スポーツコミッション Presents モンテディオ山形パブリックビューイ

ングイベント開催のお知らせ 

8月 9日 【上山市スポーツ合宿情報】陸上：実業団中距離選手合同合宿 

8月 4日 【上山市スポーツ情報】山形県上山市で、日帰り合宿体験！イベント紹介 

7月 16日【白鷹町スポーツ情報】日本女子ソフトボールリーグ 1部チーム 練習試合開

催！ 

6月 22日【寒河江市スポーツイベント情報】第 44 回“さがえ”さくらんぼマラソン大会

ハーフマラソンコース紹介動画 

6月 21日【上山市】坊平リカバリー温泉 高源ゆ 7/3グランドオープン！ 

6月 8日 【会員支援情報】山形さくらんぼシーズン到来!!（販売 PR） 

6月 2日  新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴う山形県内のスポーツ施設開館・休館

情報 

3月 17日【寒河江市スポーツイベント情報】RUN MEETING さがえ [谷川真里ランニング教

室] 開催！ 



15 

 

2月 7日  【寒河江市スポーツイベント情報】SAGAE SPORTS FESTIVAL 2020 開催報告 

2月 7日  【寒河江市スポーツイベント情報】SAGAE ADVENTURE BEGINS vol.2 開催報告 

 

【令和元年（2019 年）】 

12月 27日【寒河江市スポーツイベント情報】SAGAE SPORTS FESTIVAL  

12月 23日【寒河江市スポーツイベント情報】SAGAE ADVENTURE BEGINS vol.2 開催案内 

12月 23日【遊佐町スポーツイベント情報】「スポーツ雪合戦Ⓡ」参加者募集！  

11月 15日【寒河江市スポーツイベント情報】SAGAE ADVENTURE BEGINSvol.1 開催報告 

9月 18日 【寒河江市スポーツイベント情報】SAGAE ADVENTURE BEGINSvol.1 開催案内 

8月 31日 【スポーツ合宿情報】城西大学女子駅伝部 

7月 17日 【プレスリリース】山形県スポーツコミッション「野球教室」及び NTT東日本

野球部「強化試合」の開催 

7月 16日 【スポーツ合月宿情報】ジェイテクト STINGS（Vリーグ：男子バレーボール） 

7月 10日 【スポーツ合宿情報】しまむら女子陸上競技部 阿部有香里選手（マラソン） 

7月 8日  【栄養士会】2019年度栄養の日記念事業食育セミナー開催 

6月 20日 【遊佐町スポーツイベント情報】「第２７回奥の細道鳥海ツーデーマーチ」参加

者募集！  

6月 14日 【天童市スポーツイベント情報】天童ラ・フランスマラソン 2019 開催！ 

エントリー受付中‼ 

6月 7日 【スポーツ合宿情報】トヨタ自動車女子バスケットボール部アンテロープス 

5月 25日 SPORTEC（スポルテック）2019 出展報告 

5月 12日 2019さがえトライアスロンフェスティバル ボランティア募集 

5月 10日 【寒河江市スポーツイベント情報】第 43 回 “さがえ”さくらんぼ マラソン大

会開催！ 

4月 26日【栄養士会】栄養セミナー開催情報 

4月 17日 SPORTEC（スポルテック）2019 に出展します！ 

4月 16日 【遊佐町スポーツイベント情報】「鳥海山 SEA TO SUMMIT 2019」大会情報を公

開！ 

3月 19日【遊佐町スポーツイベント情報】第３８回鳥海ブルーライン登山マラソン大会 

参加者募集！ 

2月 1日山形県スポーツコミッション研修会開催（1月 29日） 

 

 

２ その他の情報発信 

  ① 山形県スポーツコミッションの概要チラシ（別添資料） 

  ② 山形県スポーツ合宿補助金制度紹介チラシ（別添資料） 
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Ⅲ 山形県合宿支援補助金利用団体 
◆平成 30年度   実 績：7団体  231 名 

 
◆令和元年度   実 績：12団体  496名 

 
◆令和 2年度   実 績： －  

NO 市町村名 団  体  名 日  程 人  数 

1 

米沢市 

中央学院大学サッカー部 
8/9～14 

(5 泊) 
21 名(105 人泊) 

2 足利大学サッカー部 
8/9～14 

(5 泊) 
29 名(145 人泊) 

3 流通経済大学サッカー部 
8/9～14 

(5 泊) 
38 名(190 人泊) 

4 白鴎大学サッカー部 
8/9～14 

(5 泊) 
40 名(200 人泊) 

5 城西大学サッカー部 
8/9～14 

(5 泊) 
23 名(115 人泊) 

6 上山市 水城高校女子駅伝部 
8/16～19 

(3 泊) 
22 名(66 人泊) 

7 中山町 日本体育大学女子ソフトボール部 
8/13～16 

(3 泊) 
58 名(174 人泊) 

NO 市町村名 団  体  名 日  程 人  数 

1 

上山市 

トヨタ自動車バスケットボール部 
6/3～10 

(8 泊) 
20 名(150 人泊) 

2 慶応義塾大学体育会競走部長距離ブロック 
8/9～16 

(7 泊) 
38 名(259 人泊) 

3 大東文化大学陸上部 
8/9～16 

(7 泊) 
26 名(216 人泊) 

4 立教大学陸上部 
8/4～18 

(14 泊) 
32 名(411 人泊) 

5 

天童市 

東海大学湘南校舎体育会準硬式野球部 
8/10～14 

(4 泊) 
53 名(211 人泊) 

6 慶応義塾大学理工学部体育会硬式野球部 
8/19～24 

(5 泊) 
41 名(235 人泊) 

7 早稲田大学理工硬式野球部 
8/26～31 

(5 泊) 
43 名(183 人泊) 

8 明治大学理工学部野球部 
9/8～12 

(4 泊) 
34 名(134 人泊) 

9 
山形県バスケットボール協会 

（マレーシア代表女子バスケットボールチーム） 

11/2～12 

(10 泊) 
19 名(190 人泊) 

10 村山市 日本女子体育大学新体操部 
9/2～5 

(3 泊) 
74 名(220 人泊) 

11 酒田市 東京大学運動会剣道部 
8/19～24 

(4 泊) 
59 名(230 人泊) 

12 遊佐町 
慶應義塾大学・日本女子大学混声合唱団コール

メロディオン 

9/2～8 

(6 泊) 
57 名(319 人泊) 
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Ⅳ 山形県スポーツコミッション推進本部会議・運営委員会開催状況 

 

【平成３０年度】 

１ 山形県スポーツコミッション（仮称）準備委員会 

日 時：平成 30年 9月 6日（木）13:30～15:00 

場 所：山形県総合運動公園 アリーナ棟 A-1会議室 

協議事項 

① 山形県スポーツコミッション設立趣意書について 

② 山形県スポーツコミッション（仮称）規約(案)について 

③ 平成 30年度山形県スポーツコミッション（仮称）事業計画（案）について 

④ 平成 30年度山形県スポーツコミッション（仮称）収支予算（案）について 

 

  

委員長挨拶 準備委員会 

２ 山形県スポーツコミッション推進本部会議 

日 時：平成 30年 10月 22日（月）12:45～13:05 

場 所：山形グランドホテル２階「アルプス」 

協議事項 

① 山形県スポーツコミッション設立趣意書について 

② 山形県スポーツコミッション（仮称）規約(案)について 

③ 平成 30年度山形県スポーツコミッション（仮称）事業計画（案）、及び収支予算

（案）について 
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３ 山形県スポーツコミッション運営委員会 

日 時：平成 31年 3月 20日（水）14:00～15:00 

場 所：山形県総合運動公園 アリーナ棟 A-1会議室 

協議事項 

① 平成 30年度山形県スポーツコミッション事業報告（案）について 

② 平成 30年度山形県スポーツコミッション収支決算（案）について 

③ 平成 31年度山形県スポーツコミッション事業計画（案）について 

④ 平成 31年度山形県スポーツコミッション収支予算（案）について 

 

【令和元年度】 

１ 山形県スポーツコミッション推進本部会議（書面） 

日 時：平成 31年４月 

協議事項 

① 平成 30年度山形県スポーツコミッション事業報告（案）について 

② 平成 30年度山形県スポーツコミッション収支決算（案）について 

③ 平成 31年度山形県スポーツコミッション事業計画（案）について 

④ 平成 31年度山形県スポーツコミッション収支予算（案）について 

 

２ 山形県スポーツコミッション運営委員会 

⑴ 第 1回運営委員会 

日 時：令和元年 10月 4日（金） 

場 所：山形県総合運動公園会議室 

協議事項 

① 令和元年度山形県スポーツコミッション事業報告（中間） 

    ② 合宿等実施状況調査について 

    ③ 山形県スポーツコミッション事業推進のための基礎資料収集について 

⑵ 第２回運営委員会（書面） 

日 時：令和 2年 3 月 

協議事項 

① 令和元年度山形県スポーツコミッション事業報告（案）について 

② 令和元年度山形県スポーツコミッション収支決算（案）について 
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③ 令和２年度山形県スポーツコミッション事業計画（案）について 

④ 令和２年度山形県スポーツコミッション収支予算（案）について 

 

 

【令和２年度】 

１ 山形県スポーツコミッション推進本部会議（書面） 

日 時：令和２年５月 

協議事項 

① 令和元年度山形県スポーツコミッション事業報告（案）について 

② 令和元年度山形県スポーツコミッション収支決算（案）について 

③ 令和２年度山形県スポーツコミッション事業計画（案）について 

④ 令和２年度山形県スポーツコミッション収支予算（案）について 

 

２  山形県スポーツコミッション運営委員会 

⑴ 第１回運営委員会（書面） 

日 時：令和２年８月 

協議事項 

① モンテディオ山形パブリックビューイングの実施について 

② 令和２年度山形県スポーツコミッション事業報告（中間） 

⑵ 第２回運営委員会 

日 時：令和２年１１月２４日（火）１４：００～ 

場 所：山形県庁１１０１会議室 

協議事項 

① 令和２年度山形県スポーツコミッション事業報告（中間）について 

② 今後の山形県スポーツコミッションの活動について 

⑶ 第３回運営委員会 

日 時：令和３年３月１７日（水）１３：３０～ 

場 所：山形県総合運動公園会議室 

協議事項 

① 令和２年度山形県スポーツコミッション事業報告（案）について 

② 令和２年度山形県スポーツコミッション収支決算（案）について 

③ 令和３年度山形県スポーツコミッション事業計画（案）について 

④ 令和３年度山形県スポーツコミッション収支予算（案）について 
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山形県スポーツコミッション規約 

  

（名称） 

第１条 本組織は、山形県スポーツコミッション（以下「コミッション」という。）と称す

る。  

（目的） 

第２条 コミッションは、国内外からのスポーツ大会、合宿等の誘致や受入支援、スポーツ

施設・スポーツ大会に関する情報や文化・観光資源に関する情報の発信を行い、文化資源

など地域の資源を活かしたスポーツツーリズム等スポーツを核にした交流による地域活

性化を図るため、関係者が一体となった取組みを推進することを目的とする。 

（事業） 

第３条 コミッションは、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行うものとする。 

（１） スポーツ大会、合宿、イベント等の誘致及び受入支援 

（２） 県内スポーツ施設、宿泊施設、文化・観光資源等の国内外への情報発信 

（３） スポーツと地域文化等と組み合わせたスポーツマネジメント等を行う人材の育成 

（４） その他コミッションの目的を達成するために必要な事業  

（会員） 

第４条 コミッションの会員は、第２条の目的に賛同し、前条の事業に協力する行政機関、

スポーツ団体、観光団体、経済団体、報道機関、大学、農業団体、医療関係団体等で、コ

ミッションに入会する団体をもって構成する。 

２ 会員はコミッションの事業に関し、必要に応じ参加・協力する。 

（推進本部） 

第５条 コミッションの事業を推進するため、山形県スポーツコミッション推進本部（以下

「推進本部」という。）を置く。 

２ 推進本部は、次の事項について審議する。 

（１）規約の改廃 

（２）事業計画及び収支予算 

（３）事業報告及び収支決算 

（４）その他推進本部の運営に関する重要事項 

３ 推進本部は、別表１に掲げる会長及び委員により組織する。 

４ 推進本部は、会長が招集し、これを主宰する。 

５ 推進本部の議事については、出席者の過半数により決するものとし、必要に応じて書面

による決議とすることができるものとする。 
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（名誉会長） 

第６条 推進本部に名誉会長を置き、山形県知事をもって充てる。 

２ 名誉会長は、大局的な見地から、会長の諮問に応え又は会長に対し意見を述べることが

できる。 

（運営委員会） 

第７条 コミッションに運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は、別表２及び会長が委嘱する学識経験者により組織する。 

３ 運営委員会は、推進本部に付議すべき事項を審議する。 

４ 運営委員会は、委員長が招集し、これを主宰する。  

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

（会員連絡会） 

第８条 会員の意見をコミッションの事業に反映するととともに、スポーツコミッションに

ついての知識を深め、具体的な取組方法等の情報を共有するため、会員連絡会を開催する。 

（会長の専決処分） 

第９条 会長は、推進本部等を招集する暇がないとき、その議決すべき事項を専決処分する

ことができる。 

（事務局） 

第１０条 事務局は山形県観光文化スポーツ部スポーツ振興・地域活性化推進課及び公益社団

法人山形県スポーツ振興２１世紀協会（以下「協会」という。）が担い、事務所は協会に置く。 

（その他） 

第１１条 この規約に定めるもののほか、コミッションの運営に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 

 

附 則 

この規約は、平成３０年１０月２２日から施行する。 
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別表 １ 

 

役職名 委員等にあてる職 

会 長 山形県観光文化スポーツ部長 

委 員 山形県スポーツ協会理事長 

同 上 山形県レクリエーション協会会長 

同 上 山形県商工会議所連合会会長 

同 上 山形県商工会連合会会長 

同 上 山形県観光物産協会会長 

 

 

別表２ 

 

役職名 運営委員等にあてる職 

委 員 長 山形県観光文化スポーツ部次長 

副委員長 山形県スポーツ振興２１世紀協会常務理事 

委  員 山形県教育庁教育次長 

同  上 山形県スポーツ協会専務理事 

同  上 山形県レクリエーション協会理事長 

同  上 山形県商工会議所連合会幹事 

同  上 山形県商工会連合会参事 

同  上 山形県観光物産協会常務理事 
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会員一覧（令和 3年 2月末現在） 

 

行政機関 山形市 ／ 寒河江市 ／ 上山市 ／ 村山市 ／ 天童市 ／ 東根市 ／ 尾花沢市 ／ 

山辺町 ／ 中山町 ／ 河北町 ／ 西川町 ／ 朝日町 ／ 大江町 ／ 大石田町 ／ 

新庄市 ／ 金山町 ／ 最上町 ／ 舟形町 ／ 真室川町 ／ 大蔵村 ／ 鮭川村 ／ 

戸沢村 ／ 米沢市 ／ 長井市 ／ 南陽市 ／ 高畠町 ／ 川西町 ／ 小国町 ／ 白

鷹町 ／ 飯豊町 ／ 鶴岡市 ／ 酒田市 ／ 三川町 ／ 庄内町 ／ 遊佐町 

スポーツ団

体 

山形県スポーツ協会 ／ 山形県アイスホッケー連盟 ／ 山形県スケート連盟 ／ 

山形県スキー連盟 ／ 山形県水泳連盟 ／ 山形県テニス協会 ／ 山形県ホッケー

協会 ／ 山形県ボクシング連盟 ／ (一社)山形県バレーボール協会 ／ 山形県体

操協会 ／ 山形県バスケットボール協会 ／ 山形県自転車競技連盟 ／ 山形県卓

球協会 ／ 山形県馬術連盟 ／ 山形県フェンシング協会 ／ 山形県柔道連盟 ／ 

山形県弓道連盟 ／ 山形県ライフル射撃協会 ／ 山形県剣道連盟 ／ 山形県ラグ

ビーフットボール協会 ／ 山形県アーチェリー協会 ／ 山形県空手道連盟 ／ 山

形県クレー射撃協会 ／ 山形県なぎなた連盟 ／ 山形県ボウリング連盟 ／ 山形

県ゴルフ連盟 ／ 山形県少林寺拳法連盟 ／ 山形県ゲートボール協会 ／ 山形県

バイアスロン連合 ／ 山形県エアロビック協会 ／ 山形県ダンス連盟  ／ 山形県

バウンドテニス協会 ／ 山形県スポーツチャンバラ協会 ／ 山形県グラウンド･ゴ

ルフ協会 ／ 山形県テコンドー協会 ／ 山形県キックボクシング連盟 ／ 山形県

レクリエーション協会 ／ 山形県障がい者スポーツ協会 ／ 山形県インディアカ

協会 

プロスポー

ツ団体 

株式会社モンテディオ山形 ／ 株式会社プレステージ・インターナショナル ／ 

株式会社パスラボ 

観光関係団

体 

公益社団法人山形県観光物産協会 

経済団体 山形県中小企業団体中央会 ／ 山形県商工会議所連合会 ／ 山形県商工会連合会 

地元メディ

ア 

株式会社山形テレビ ／ 株式会社テレビユー山形 ／ 株式会社さくらんぼテレビ

ジョン ／ 株式会社エフエム山形 ／ NHK 山形放送局 ／ 株式会社米澤新聞社 ／ 

株式会社 荘内日報社 

大学 国立大学法人山形大学 ／ 公立大学法人山形県立保健医療大学 ／ 山形県公立大

学法人山形県立米沢栄養大学 ／ 学校法人東北芸術工科大学 ／ 学校法人東北公

益文化大学 ／ 学校法人富澤学園東北文教大学 

農業団体 山形県農業協同組合中央会 

医療関係団

体 

一般社団法人山形県医師会 ／ 公益社団法人山形県栄養士会 ／ 一般社団法人山

形県歯科医師会 ／ 一般社団法人山形県薬剤師会 
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「スポーツを活かした地域の活性化とは」 

講師 一般財団法人日本スポーツコミッション 

       理事長 木 田  悟 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール 

静岡県出身。日本大学理工学部建築学科を卒業後、都市計画コンサルタントを経て財

務省所管のシンクタンクに入所。都市計画から国土政策にかかわる調査研究に従事し、

2009年に退所。2009年 2月から東京大学共同研究員（2018年 3月まで）。

2009年 5月に（一財）日本スポーツコミッションを立ち上げ現職。2011年に「地

域におけるスポーツイベントの社会的効果に関する研究」で学位（工学）取得。主たる

編著書に『スポーツで地域をつくる』、『スポーツで地域を拓く』（2007.7、

2013.7、東大出版会）、最新著書として『スポーツで地域を輝かす』（2018.3、マッ

セOSAKA研究既往 21号 PP12-30）などがある。過去に山形県及び最上町の地域

づくりアドバイザー（1994年度）、静岡県スポーツ推進審議会委員（2016年 8月

〜2018年 7月）等を経験。現在、一級建築士、日本大学理工学部建築学科講師、内

閣府地域活性化伝道師、佐野市スポーツ推進審議会委員を兼ねる。東京都・埼玉県・三

重県をはじめ国内各自治体及び海外等で「スポーツを活かした地域の活性化」に関する

講演を実施中。 

山形県スポーツコミッションキックオフミーティング記念講演 

 

資料 １ 
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「スポーツを活かした地域の活性化とは」 

 

○はじめに 

 

Ⅰ．なぜ、スポーツを活かした地域の活性化なのか 

１．スポーツとは 

２．わが国のスポーツとは 

 

Ⅱ．スポーツイベントとその効果 

１．スポーツイベント開催の経緯 

２．これまでの効果の捉え方  

３．今後のスポーツイベント開催による効果の捉え方 

 

Ⅲ．わが国におけるスポーツコミッションとは 

１．スポーツコミッションとは 

２．わが国におけるスポーツコミッションのあり方 

３．スポーツコミッションの構成及び機能 

４．スポーツコミッションの先進的事例 

 

Ⅳ．スポーツを活かした地域の活性化とは 

１．地域の活性化とは 

２．地域のスポーツタイプ区分と効果 

３．国際的スポーツイベントと地域の活性化 

 

Ⅴ．スポーツを活かした地域活性化の事例 

１．ボランティア組織等による活動事例 

２．スポーツコミッションによる活動事例 

 

〇 今後に向けて 
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2018 年山形県スポーツコミッション体制整備委員会トライアル事業 

（ＮＴＴ東日本野球部地域貢献活動受入）実施報告書 

 

1． 事業実施目的  

「山形県スポーツコミッション体制整備委員会」が、県外からの誘致・受入れノウハウを蓄積するた

めのトライアル事業として、ＮＴＴ東日本野球部（Ｈ29 年第 88 回都市対抗野球大会優勝、Ｈ30 年第

89 回大会ベスト８チーム）を誘致・受入れするもの。 

「ＮＴＴ東日本野球部」は、社会貢献活動の一環として、県内高校生を対象に野球教室及び都市対抗

野球に 2 年連続（Ｈ28、29）出場した「きらやか銀行野球部」との強化試合を実施する。 

 

2． 事業概要  

① 実施期間 平成 30 年 8 月 1 日（水）～ 8 月 3 日（金） 

② 主  催 山形県スポーツコミッション体制整備委員会 

     （事務局：山形県、公益社団法人山形県スポーツ振興 21 世紀協会） 

③ 協  力 ＮＴＴ東日本野球部 選手 23 名、スタッフ 7 名 計 30 名 

     きらやか銀行野球部、山形県野球連盟 

     山形県高校野球連盟 3 日間で計 20 高校 延べ 297 名の生徒が参加 

④ 会  場 荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた（中山町） 

 

3． 日程  

8／1（水）ＡＭ ＮＴＴ東日本野球部 来県 

     ＰＭ ＮＴＴ東日本野球部による山形県内高校野球部に対する野球教室を実施 

        （以下、「野球教室」） 

8／2（木）ＡＭ 野球教室 

     ＰＭ ＮＴＴ東日本野球部 対 きらやか銀行野球部 強化試合 

8／3（金）ＡＭ 野球教室 

     ＰＭ ＮＴＴ東日本野球部 離県 

 

4． スポーツコミッションとしての主な対応  

〇事前手続き・経費負担 

協力機関との調整、野球場借上げ・経費負担、審判員等派遣経費負担、県内移動経費負担（バス

借上げ）、昼食（弁当）経費負担 

○チームへの記念品贈呈（副知事からＮＴＴ東日本野球部へ雪若丸 30 ㎏ を贈呈） 

 

 

 

 

資料 ２-１ 
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5． 事業詳細  

■１日目（８月１日・水）天候：晴れ／気温 36℃ 

 １４：００～１６：００ 野球教室 

 参加校（4 校）：山形商業、寒河江工業、創学館、山形明正 計 83 名 

 

① ＮＴＴ東日本野球部と高校生との合同守備練習 

守備位置に NTT 東日本野球部選手と各校 1 名ずつつき、ＮＴＴ東日本野球部コーチによるシート

ノックを受け、捕球や送球等の練習を行った。高校球児は NTT 東日本選手から直接指導を受けたり、

社会人選手の捕球技術、肩の強さなど素晴らしい技術・スピード感を間近に体感することができた。 

② 守備位置毎の講習 

投手は第 2 球場、捕手・内野手・外野手は本球場にそれぞれ分かれ、投手はフィールディングの基

本や牽制など、捕手はスローイングやブロッキングの仕方、内野手はゴロ捕球、バント処理、セカン

ド併殺など、外野手はフライ捕球など、ポジション毎の基本動作の反復練習をＮＴＴ東日本の選手に

教わりながら行った。 

③ 打撃練習、ピッチング練習 

打撃投手はＮＴＴ東日本の選手が行い、打撃捕手は高校生捕手が交代で行った。打撃練習中の守備

はＮＴＴ東日本と高校生が実際の打球を一緒に処理をした。 

TEE バッティングなどを行い、高校生は直接ＮＴＴ東日本の選手に質問等しながら技術の習得に励

んでいた。また、投手陣は室内練習場にて、ＮＴＴ東日本の選手の投球を間近で見学しスピードの違

いやコントロールの正確さ投球フォームなどレベルの高さに驚きながらも熱心に見学していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＮＴＴ東日本野球部 歓迎スコアボード             野球場入口 

 

 

 

 

 

 

 

 

         合同守備練習               真剣な眼差しで見学する高校生 
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        守備練習（サード）                   打撃練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

       キャッチボール（基本が大事）            ピッチング練習見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

        牽制の仕方を教わる                 キャッチング練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

         １日目閉会式                お礼の言葉（山形商業高校生徒） 
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■２日目（８月２日・木）天候：晴れ／気温 34℃ 

 ９：００～１１：００ 野球教室 

 参加校（７校）：山形中央、上山明新館、天童、米沢商業、長井、長井工業、酒田西 計 110 名 

 

① 合同守備練習 ② 守備位置毎の講習 ③打撃練習、ピッチング練習等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         守備練習             ＮＴＴ東日本の選手にアドバイスをもらいながら送球練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         打撃練習見学             ２日目 お礼の言葉（長井工業高校生徒） 

 

 １３：００～１５：３０ 強化試合（ＮＴＴ東日本 対 きらやか銀行） 

 １４－５でＮＴＴ東日本が勝利 

・ 試合前セレモニーで副知事からＮＴＴ東日本へ「雪若丸 30kg」を贈呈。 

・ 両チームの好意により、高校生が試合中のベンチに入る機会を設けることができ、選手たちの試合に

臨む雰囲気や準備の仕方、効果的な声掛けやどんな指示を出しているのかベンチワークを教わること

ができた。 

・ ボールボーイや給水係、ファールボール対応などについては、高校生から協力をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  スターティングメンバ―の発表        副知事よりＮＴＴ東日本 伊藤副主将へ雪若丸贈呈 
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        両チーム記念撮影             社会人野球のレベルの高さを体感！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       迫力あるピッチング              駆け引きが繰り広げられた牽制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サポートしながら間近で選手の動きを研究する高校生      高校生も一丸となって声援をおくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生もベンチに入りベンチ―ワークに励む        両チームありがとうございました 
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■３日目（８月３日・金）天候：晴れ／気温 34℃ 

 ９：００～１１：００ 野球教室 

 参加校(９校)：山形工業、谷地、山本学園、新庄北、新庄南、新庄神室産業、南陽、高畠、東海大山形 

                                          計 104 名 

 

① 合同守備練習 ② 守備位置毎の講習 ③打撃練習等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＮＴＴ東日本コーチから直接ノックを受ける      直接アドバイスをもらいながら守備練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   最終日 お礼の言葉（新庄神室産業高校生徒）     ３日間ご指導ありがとうございました！ 

 

6．総括  

・ 今回のトライアル事業は、NTT 東日本野球部（CSR 活動の一環）、きらやか銀行野球部及び県高等学

校野球連盟の全面的な協力を得て、実施することが出来た。 

・ 強化試合では、県野球連盟から審判員の派遣等協力をいただき、円滑な試合運営をすることができ

た。 

・ 社会人都市対抗野球大会優勝経験のある NTT 東日本野球部という社会人野球最高レベルのチームか

ら直接指導を受けることができる機会であり、３日間で計 20 高校 延べ 297 名の生徒が参加した。 

・ ２年連続で都市対抗野球大会に出場したきらやか銀行との強化試合も行い、高校生が社会人野球の

ベンチの雰囲気を体験できる機会を設けることが出来た。 

・ NTT 東日本野球部をはじめ今回ご協力いただいた方から次年度以降の継続実施希望という御意見も

いただいた。また、社会人最高レベルのチームの来県であり、中学生などより幅広く体験いただくこと

や最高レベルの試合を多くの人に観戦いただく工夫なども必要との意見もいただいた。 

・ 今回の事業の効果、費用負担等を検証し、今後のスポーツコミッション事業の実施にいかしていく。  
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２０１９山形県スポーツコミッション トライアル事業 

（ＮＴＴ東日本野球部地域貢献活動）実施報告書 

 

１．事業実施目的  

 

「山形県スポーツコミッション」が、県外からの誘致・受入れやスポーツイベントのノウハ

ウを蓄積するためのトライアル事業として、NTT 東日本野球部（H29 年第 88 回都市対抗野球

大会優勝、都市対抗野球 4 年連続 43 回出場）の協力をいただき実施するもの。 

 

２．事業概要  

 

「NTT 東日本野球部」が、地域貢献活動の一環として、県内高校生や小中学生を対象に野球

教室及び今年の都市対抗野球に出場した「きらやか銀行野球部」との強化試合等を実施すると

ともに、野球体験コーナーやホームランマルシェ等を開催。 

① 実施期間 令和元年 8 月 2 日（金）～ 8 月 4 日（日） 

② 主  催 山形県スポーツコミッション 

      （事務局：山形県、公益社団法人山形県スポーツ振興 21 世紀協会） 

③ 協  力 NTT 東日本野球部（選手 30 名、スタッフ 7 名 計 37 名） 

       きらやか銀行野球部、山形県野球連盟、山形県高校野球連盟、 

       山形県中学校体育連盟軟式野球部会、日本ティ―ボール協会山形県連盟、 

山形県野球スポーツ少年団協議会、株式会社楽天野球団、青山建設株式会社 

 

３．日程  

 

８/１（金） PM NTT 東日本野球部による山形県内高校野球部を対象とした野球教室 

８/２（土） AM NTT 東日本野球部 対 きらやか銀行野球部 強化試合 

      PM NTT 東日本野球部による山形県内小中学生を対象とした野球教室 

           NTT 東日本野球部トレーナーによる講習会 

           楽天イーグルスによる未就学児～小学 3 年生を対象とした野球教室 

           その他（T ボール体験、遊具コーナー設置、ホームランマルシェ） 

８/３（日） AM NTT 東日本野球部による山形県内高校野球部を対象とした野球教室 

 

４．スポーツコミッションとしての主な対応  

 

○事前手続き・経費負担 

  協力関係者との調整、野球場借上げ・経費負担、審判員等派遣経費負担、県内移動経費負

担（バス借上げ）、昼食（弁当）経費負担 

○チームへの記念品贈呈 

山形県県民文化スポーツ課 森谷課長から NTT 東日本野球部へ雪若丸 30 ㎏を贈呈。 

○当日の運営等 

資料 ２-２ 



34 

 

５．事業詳細  

 

■１日目（８月２日・金）天候：晴れ ／ 気温 34℃ 

 ＮＴＴ東日本野球部による高校生を対象とした野球教室 １４：００～１６：００ 

 参加校（８校）：山形東、山形商業、上山明新館、米沢東、高畠、村山産業、新庄北、 

東海大山形 計 79 名 

   

  ① 合同守備練習 

 NTT 東日本野球部の選手より捕球や送球動作などのレクチャーを受けた後、守備位置に

NTT 東日本野球部選手と各高校１名ずつがつき、NTT 東日本野球部コーチによるシート

ノックによる実践練習を行った。高校球児は、社会人の捕球技術や体の使い方、肩の強

さ、スピード感などを間近で体感することができた。 

 

  ② 守備位置別の講習 

 投手、捕手、内野手、外野手とそれぞれに分かれ、投手は投球フォームの確認やフィー

ルディングの基本練習、捕手は捕球の際の体の使い方、内野手はゴロ捕球、バント処理、

セカンド併殺、外野手はフライ捕球など、ポジション毎の基本動作の反復練習を NTT 東

日本野球部の選手に教わりながら行った。 

 

  ③ 打撃練習、ピッチング練習 

打撃投手は NTT 東日本の選手が行い、打撃捕手は高校生捕手が交代で行った。打撃練

習中の守備は NTT 東日本と高校生が実際の打球を一緒に処理をした。 

ティーバッティング指導では、高校生は直接 NTT 東日本の選手に質問をしながら技術

の習得に励んでいた。 

また、投手陣は室内練習場にて、NTT 東日本の選手の投球を間近で見学し、スピードの

違いやコントロールの正確さなどのレベルの高さに驚いていた。実際に、投球フォームな

どを指導してもらいながら練習に励んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式             NTT 東日本野球部 飯塚監督のあいさつ 
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捕球動作のレクチャー              合同守備練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

投球フォームの確認           フィールディングの基本練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

捕球の際の体の使い方をレクチャー         ティーバッティング指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

バントの構えを教わる        １日目閉会式 お礼の言葉（山形商業高校生徒） 
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■２日目（８月３日・土）天候：晴れ ／ 気温 34℃ 

１０：００～１３：００ 強化試合（NTT 東日本 対 きらやか銀行） 

参加校（５校）：天童、南陽、酒田光陵、酒田西、上山明新館 計 37 名 

 

８－３で、きらやか銀行が勝利 

・試合前セレモニーで、山形県県民文化スポーツ課長より NTT 東日本野球部へ「雪若丸 30

㎏」を贈呈。 

・今回から、始球式を実施。投手と捕手を小学生(中山ジュニア野球スポーツ少年団)が務め、

見事なピッチングとキャッチングを見せてくれた。 

・両チームの好意により、高校生が試合中のベンチに入る機会を設けることができ、選手たち

の試合に臨む雰囲気や準備の仕方、戦略等間近でベンチワークを教わることができた。 

・道具準備やボールボーイ、給水係などについては、高校生から協力をいただいた。 

・外野芝生席を解放し、自由に観戦してもらえるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

両チームで記念撮影           山形県より雪若丸 30 ㎏贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生による始球式               プレイボール！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高校生も一丸となって声援をおくる          迫力のあるピッチング 
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ベースへ全力疾走！         サポートしながら選手の動きを研究する高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生も一緒にベンチ入り            ベンチワークを学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外野芝生を解放！           芝生に寝転がりながら楽しく観戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人のレベルの高さを体感        試合終了！ありがとうございました！ 
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ＮＴＴ東日本野球部による小中学生を対象とした野球教室 １３：３０～１５：３０ 

会 場：荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた 本球場 

対象者：小学４～６年生、中学生  計 113 名 

・野球スポーツ少年団、中学校野球部、ボーイズリーグチームなどが参加し NTT 東日本の選

手とのウォーミングアップ後、各ポジションに分かれ選手とキャッチボールやティーバッテ

ィング、外野に向かって打つロングティーなど NTT 東日本の選手から丁寧に指導していた

だいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

選手と一緒にウォーミングアップ      選手からの説明を真剣に聞く子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

外野に向かって打つロングティー          最後は全員で集合写真 

 

NTT 東日本野球部トレーナーによる講習会 １４：００～１５：００ 

会 場：本球場内会議室 

対象者：高校生、指導者、保護者 等 

・NTT 東日本野球部の金トレーナーからケガの予防やストレッチ等について実技も交えながら

講義していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

金トレーナーによるケアグッズの紹介     高校生の質問に実技も交えながら指導 
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楽天イーグルス野球教室 １０：００～１１：００ 

会 場：運動広場 

対象者：未就学児～小学３年生（親子参加型） 計 25 名 

指導者：楽天イーグルスアカデミーコーチ 

    聖澤涼コーチ（元楽天イーグルス選手） 

石田悠紀子コーチ（元侍ジャパン女子選手） 

・楽天イーグルスアカデミーコーチ陣による野球未経験者かつ親子参加型野球教室を実施。 

・遊びを交えながらのウォーミングアップや T ボールによるミニゲームを行った。 

・野球教室後は、強化試合の観戦も並行して実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子で野球を楽しもう！       聖澤コーチからレクチャーを受ける子どもたち 

 

 

Ｔボール体験 １０:００～１１:００ 

遊具コーナー (楽天イーグルス ふわふわドーム、ストラックアウト) １０:００～１５:００ 

ホームランマルシェ (飲食、ハンドメイドショップなどのブース)   １０:００～１５:００ 

 

・強化試合や野球教室など、より多くの方々に観戦、参加して頂くため各種イベントを実施。

野球に触れ合いながら､来て見て体験できる楽しいイベントづくりを心掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに人気だったふわふわドーム         T ボール体験コーナー 

■８月４日（日）天候：晴れ ／ 気温 34℃ 
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ＮＴＴ東日本野球部による高校生を対象とした野球教室 ９：００～１１：００ 

参加校（８校）：山形工業、寒河江、谷地、米沢商業、長井、新庄神室産業、東桜学館、 

東海大山形 計 117 名 

 

① 合同守備練習 ② 守備位置別の練習 ③ 打撃練習、ピッチング練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピッチング練習                  打撃練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

選手の説明を真剣に聞く高校生       ３日目閉会式 お礼の言葉（山形工業高校生徒） 

 

６．総括  

・ 今回のトライアル事業は、NTT 東日本野球部（CSR 活動の一環）、きらやか銀行野球部及び県野球連

盟、県高校野球連盟等の全面的な協力を得て、実施することができた。 

・ 強化試合では、県野球連盟から審判員の派遣等協力いただき、円滑な試合運営をすることができた。 

・ 社会人都市対抗野球大会優勝経験のある NTT 東日本野球部という社会人野球最高レベルのチームから直

接指導を受けることができる機会であり、３日間で小中高校生を合わせると述べ人数 346 名 の生徒が参

加した。なお、小中学生の野球教室は今回から実施した。 

・ 今年の都市対抗野球大会に出場しているきらやか銀行との強化試合では、高校生が選手と一緒のベンチ

に入り社会人野球の雰囲気を体験できる機会を設けることが出来た。 

・ 今回から、スポーツイベントの性格をもたせ幅広い年代の方に野球を体験し、楽しんでいただく為、T

ボール体験や親子参加型野球教室など新たに実施した。また、野球体験コーナーや飲食ブース、子どもが

遊べる遊具等を用意し会場を盛りあげる工夫をした。 

・ 今回の事業の効果、費用負担等を検証し、今後のスポーツコミッション事業の実施に活かしていく。  
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平成 30年度研修会資料 

 

スポーツツーリズムによる地域の活性化について 

    講師 順天堂大学先任准教授 工藤 康宏 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール 

 

順天堂大学スポーツ健康科学部 先任准教授 

 1968 年に山形県村山市に生まれる。山形南高等学

校、鹿屋体育大学、同大学院を修了後、東京 YMCA、東

海学園大学、神奈川大学を経て 2011年４月より現職。

まちづくりや地域社会とスポーツを研究テーマとして

おり、日本におけるスポーツツーリズム研究のパイオニ

アの一人で、日本スポーツツーリズム推進機構（JSTA）

会員。 

主な著書に、スポーツ・ツーリズム・ハンドブック（共

著）、スポーツ産業論入門（共著）、スポーツ白書（共著）

などがある。 

資料 ３-１ 
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令和２年度研修会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 ３-２ 
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北海道のスポーツ合宿における自治体の取組みについて 

 

    講師 北海道教育大学教授 石澤
い し ざ わ

 伸
の ぶ

弘
ひ ろ

 氏 

 

 

プロフィール 

 

北海道教育大学 札幌校 教授 

 1968 年に山形県天童市に生まれる。山形南高等学

校、鹿屋体育大学、同大学院を修了後、神戸大学大学院

にて博士号を取得。大阪 YMCA、流通科学大学、北翔大

学を経て 2012 年４月より現職。現在の研究テーマは

スポーツ合宿がもたらす経済波及効果や、学校部活動に

おける諸問題、などなど。 

主な著書に、スポーツイベントのマーケティング（共

著）、健康スポーツ学概論（共著）などがある。 
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